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hTERT発現は HPに比べ SAで， p53発現は HPに比
べSA,TA, CISで有意に高率であった。 Ki-67LIはHP









1 ) Necessity of multiple gastric biopsies from dif-
ferent sites for detection of clarithromycinィesis同
tant Helicobacter pylori strains 
（クラリスロマイシン耐性ヘリコパクター・ピロ
リ検出のための胃の複数生検の必要性）
2) Characteristics and trends of clarithromycin-
resistant He/icobacter pylori isolates in Japan 























3. Activation of peroxisome proliferator-activated 





















4 . Wide-range visualization of compound nerve 
action magnetic fields in the human median and 
ulnar nerves from the forearm to Erb’s point 
（複合神経活動磁界の広範囲可視化 －ヒ卜正中・
尺骨神経活動磁界の前腕から Erb点までの可視
化ー ）
中西一義
展開医科学専攻病態制御医科学講座（整形外科学）
我々は超伝導量子干渉素子磁束計を用いて健常人正
中・尺骨神経における複合神経活動磁界（CAFs）を
前腕から Erb点まで検出することに成功した。 CAFs
は等磁図を作成することにより，極性の反転した二対
の電流双極子からなる いわゆる電流四重極子として
可視化され，各々の神経の解剖学的走行に一致して伝
播する様子が観察された。 CAFsの伝導速度は神経誘
発電位計測での生理的伝導速度と一致した。また正中
神経では時間空間的分散が観察され， Aδ・Aγ 知
